
プログラムの特徴

　2023年度より秋田県内4施設で運営していた総合診療専門研修プ
ログラムが、本プログラムに一本化されました。秋田県内のすべての
二次医療圏にあって総合診療を実践している医療機関と連携し、医療・
社会資源の異なるさまざまな地域での診療を経験します。
　また日常遭遇する疾患と傷害等に対して適切な初期対応と必要に応
じた継続的な診療を全人的に提供し、地域のニーズを踏まえた疾患の
予防、介護、看取りなど保健・医療・介護・福祉活動に取り組み、自己研
鑽を重ねながら人々の命と健康に関わる幅広い問題と社会において地
域の医療とヘルス・プロモーションをマネジメントできる総合診療医
の育成を目指します。

プログラムの説明

　本プログラムの1年あたりの定員は5名です。病院・診療所などで幅
広い診断能力を持つ総合診療専門を養成するにあたり、診療科にとら
われない診療を行う「総合診療専門研修Ⅰ／Ⅱ」、領域別研修の「内科
／小児科／救急科研修」を秋田県内外の連携22施設でフレキシブルに
行うことが可能です。
　研修は「臨床現場での学習」・「診療現場を離れた学習」・「自己学習」
の大きく3つに分けられ、基幹施設または連携施設の施設群で、それ
ぞれの特徴を生かした症例や技能、診療に関わる情報などを幅広く専
門的に学ぶことができます。
　研修の一例として、1年目は基本的な医療知識・手技・技術・疾患マネ
ジメントを身につけ、2年目は地域に密着した形での診療を通じて社
会・地域に根差した医療を提供し、総合診療医に求められる研修を行

います。3年目には総合診療専門医として必要とされる能力の最終的
な獲得を目指します。
　本プログラムは専攻医からのフィードバックを重視し、研修の順序・
期間等は個々の希望や状況を勘案しプログラム改善も行いながら、診
療のみならず国内外の学会への参加・発表、英文での論文作成、研究な
ども推奨しています。

専門医、指導医、出身地、施設認定、関連施設 など

■各種学会認定・専門医
　 総合診療専門医・指導医、家庭医療専門医、プライマリ・ケア認定医・

指導医、病院総合診療認定医・指導医、地域総合診療専門医・指導医、
総合内科専門医・指導医、日本アレルギー学会専門医、日本消化器
学会専門医、日本肝臓学会専門医、ほか多数の専門医を含む。

■各種学会施設認定
　 日本プライマリ・ケア連合学会 家庭医療後期研修プログラム認定

施設、日本病院総合診療医学会 病院総合診療専門医後期研修プロ
グラム認定施設

■主な出身大学
　秋田大学、東北大学
■主な連携施設
　  秋田厚生医療センター、秋田赤

十字病院、湖東厚生病院、男鹿
みなと市民病院、市立大森病院、
亀田ファミリークリニック館山

（千葉県）、北秋田市民病院など
（連携施設22施設）
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■取得までのキャリアパス

※選択するサブスペシャリティによって期間，研修施設が異なります

◆主要なサブスペシャルティ：家庭医療，病院総合診療，地域総合診療
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秋田大学医学部附属病院

定員
5名

29AKITA MEDICAL DOCTOR SUPPORT CENTER

3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目～
総合診療専門研修 サブスペシャリティ専門研修※

総合診療 大学病院をハブとして
県内外22施設での研修

総合診療
＋

サブスペ

大学病院をハブとして
県内外22施設での研修

大学病院をハブとして
県内外22施設での研修

上記
＋

研究

大学病院をハブとして
県内外22施設での研修

大学病院をハブとして
県内外22施設での研修

随時 社会人大学院への入学 → 学位修得
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・ 大学病院や地域の市中
病院での総合診療の実践

・卒前・卒後教育への参画
・研究
・国内外留学




